
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

「
鉛
濃
度 

水
道
水
３
カ
所
で
基
準
超
す 

甲
府
市
内
集
会
施
設
の
検
査
で
分
か
る
」 

 

人
体
に
有
害
な
鉛
が
水
道
水
に
溶
け
出
す
恐
れ
が
あ
る

鉛
製
の
水
道
管
（
鉛
管
）
を
使
っ
て
い
る
甲
府
市
内
の
集

会
施
設
の
う
ち
、
六
カ
所
の
水
道
水
を
市
水
道
局
が
検
査

し
た
と
こ
ろ
、
三
カ
所
で
鉛
の
濃
度
が
国
の
基
準
値
を
上

回
っ
た
。
市
水
道
局
は
「
人
体
に
影
響
が
及
ぶ
レ
ベ
ル
で

は
な
い
」 

し
か
し
、
溶
け
出
た
鉛
（
溶
解
性
鉛
）
が
神
経
毒
性
や

特
に
子
供
の
脳
の
成
長
を
著
し
く
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
か
ら
は
、
１
９
８
７
年
に
使
用
制
限
処

置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。（
現
在
で
は
使
用
禁
止
に
な
っ
て
い
ま

す
。
） 

 

そ
れ
で
も
、
水
道
管
の
鉛
は
２
０
０
１
年
の
調
査
で
は
、

全
国
の
世
帯
数
の
約
１
／
５
に
あ
た
る
８
５
２
万
世
帯
で

使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

各
自
治
体
は
、
厚
生
労
働
省
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
交

換
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
敷
地
の
中
の
配
管
工
事
は
、
基

本
的
に
そ
の
世
帯
の
負
担
に
な
る
た
め
に
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
。 

 

２
０
０
５
年
の
調
査
で
も
、
全
国
で
５
４
７
万
世
帯
、

１
４
，
０
０
０
ｋ
ｍ
の
鉛
製
水
道
管
が
残
っ
て
い
ま
す
。

全
部
の
交
換
が
終
わ
る
に
は
、
ま
だ
２
０
〜
３
０
年
か
か 

鉛 

濃
度 

基
準
値
を
超
す 

と
す
る
が
、
甲
府
市
や
旧
敷
島
町
、
昭
和
町
な
ど
市
水
道

局
給
水
区
域
内
の
住
宅
や
施
設
に
か
つ
て
約
七
万
三
千
件

設
置
さ
れ
た
鉛
管
の
う
ち
、
今
も
約
四
万
件
が
残
っ
て
い

て
、
市
水
道
局
で
は
配
水 

管
工
事
な
ど
に
合
わ
せ
て
交
換
を
進
め
て
い
る
。 

 

山
梨
県
の
代
理
店
さ
ん
が
新
聞
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
は
鉛
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

水
道
管
の
鉛
は
加
工
し
易
く
錆
び
に
く
い
と
い
う
理
由

で
昭
和
初
期
か
ら
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
だ
多
く
残
る 

鉛
の
水
道
管 

給水管の標準図 

【埼玉県Ｗ市の例】 

配水管から取り出した給水管は、お客様の財産です。 

しかし、取り出し部分から量水器（水道メーター）まで

の鉛製給水管（Ａ部分）については、今後所有者の皆様

のご承諾を得ながら、市役所水道課で計画的な取替え工

事を行っていきます。 したがって、量水器から蛇口（Ｂ

部分）までの一部で鉛管を使用しているお宅では、建替

えなどの際に、お客様の費用で他の材質のものに取り替

えることをご検討ください。  

 

Ａ 

Ｂ 
お客様の負担で鉛管

を取り替える部分。 

私有財産 

配水管（公共物） 

止水栓  水道メーター

境界 


